
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

さいたま市立舘岩少年自然の家 

〒967-0347 福島県南会津郡南会津町宮里字向山 2847-１ 

TEL 0241-78-2311  FAX 0241-78-2313  

「イワウチワ」 

令和６年５月３０日発行 

令和６年５月１０日（金）、自然の教室（夏季）

が、２年ぶりに舘岩少年自然の家で実施されま

した。木々が芽吹き、心地よい風が吹く中、最初

の学校である大砂土小学校の子どもたちの元気

な声が敷地内に響いていました。 

自然の教室は、福島県南会津郡の舘岩地域

の豊かな自然の中で、舘岩少年自然の家を利

用し、「自然体験」「集団宿泊体験」「生活体験」

等の体験活動を通して、たくましく、心豊かに生

きる児童生徒の育成を目指す教育活動です。夏

季は５月～１０月末までにさいたま市立の小学

校１０４校、中学校１校、冬季は１月～３月中旬

までに市立の中学校５７校が舘岩少年自然の家

を訪れます。 

舘岩少年自然の家の所員一同、食事提供業

者の株式会社ニッコクトラスト職員一同、皆様の

御来所をお待ちしております。 「株式会社ニッコクトラスト職員一同」 

「舘岩少年自然の家所員一同」 

「大砂土小学校 自然の家に向かって歩いている様子」 

「さいたま市のヌゥ」 



 

 

 

 

 

 

  

リニューアルした自然の家 ～本館・とくさ館～ 

舘岩少年自然の家は、昭和５６年に竣工してから約４０年が経過し、老朽化による劣化が確認されていました。今後の

安定的な施設の稼働を確保するために、さいたま市公共施設マネジメント計画に基づき、令和４年３月１１日～令和６年

２月２９日に中規模修繕工事を実施しました。中規模修繕工事の目的は、建物の経年による劣化、機能低下に対する復

旧措置を行い、機能を回復させることです。本館、とくさ館の給排水配管やポンプ、ボイラー等機械類の更新、外壁の洗

浄、再塗装等を行いました。特に、暖房設備、空調設備を更新したことにより、厳しい自然環境に対応した効率的な暖房

と換気が可能となりました。 

◆ とくさ館 ◆ 

◆ 本館 ◆ 

内装を更新し、温水を利用して外気を温めてから換気する設備を導入しまし

た。展示コーナーの改修では、福島県産の木材が使用されています。 

「エントランス」 「展示コーナー」 「体育館」 

照明を LED 化したことにより、全体が明るくなりま

した。照明の照度を細かく調節することが可能です。 

照明器具をリング状のデザインに変更し、照明を LED 化しまし

た。内装には福島県産の木材が使用されています。木の温もりを

感じ、明るい雰囲気で食事を楽しめる森の食堂です。 

「森の食堂」 「宿泊室」 

内装と建具（扉・窓）を更新し、ベッドも新しいものに入れ替えま

した。厳しい寒さの時期においても、室内の暖気を室外に逃がしに

くい換気設備を設置し、より快適な室内環境となりました。 

「大浴場～とくさ温泉 向山の湯～」 「個別入浴施設」 

大浴場の内装、照明及びカラン・シャワーを更新し、より明るく衛生的な環

境を実現しました。浴槽底部付近から温泉を供給する機能を追加したことに

より、浴槽に対流が発生し、温泉の温度が安定するようになりました。また、

配慮を要する利用者向けの個別入浴施設は全面改修を実施しました。 

◆ 屋外 ◆ 

「野外トイレ」 

野外炊飯や川魚さばきといった野外活動を実施する

場所の野外トイレを水洗化、洋式化しました。野外トイレ

用の浄化槽が新設され、汲み取りがなくなったので、トイ

レを衛生的に保つことができるようになりました。 



 

 

 

 

令和５年１１月１１日、つばさ小学校は、２年間たかつえの宿泊施設を

使用した小学校１３２校の代表としてお礼の式を行いました。会津高原

ウォークラリーや野外炊飯、ナイトハイキングなどを通して自然の美し

さ、厳しさを学びました。このような経験ができたのは、「南会津町の皆さ

んのおかげです」と児童代表は感謝の気持ちを込めて伝えていました。 

令和５年１１月３０日、大牧小学校は、２年間南郷の宿泊施設を使用

した７８校の学校の代表としてお礼の式を行いました。南郷スキー場ゲ

レンデトレッキングでは、友達と声を掛け合いながら、大自然の中を楽し

く歩くことができました。「南郷で学んだことをこれからの学校生活に活

かしていきます」と児童代表は胸を張って宣言しました。 

令和６年３月１３日、東浦和中学校は、２年間たかつえの宿泊施設を

使用した中学校７１校の代表としてお礼の式を行いました。自然とともに

生きていく大切さや仲間と新しいことに挑戦する楽しさを学ぶことができ

ました。南会津町の方々へ、「さいたま市の中学生に成長の場を与えて

くださりありがとうございます」と代表生徒からお礼を伝えました。 

令和６年３月１２日、大宮八幡中学校は、２年間南郷の宿泊施設を使

用した中学校４６校の代表として、お礼の式を行いました。充実したスキ

ー活動、宿泊体験活動を通して仲間との絆が深まりました。「ホテル南

郷、季の郷湯ら里、会津高原南郷スキー場の皆様には大変お世話にな

りました」と代表生徒が感謝の気持ちを伝えました。 

「新和小学校 野外炊飯」 「徳力小学校 キャンプファイヤー」 

「つばさ小学校 お礼の式」 「大牧小学校 お礼の式」 

「大成中学校 スキー活動」 「大宮東中学校 スキー活動」 

「東浦和中学校 お礼の式」 「大宮八幡中学校 お礼の式」 

自然の教室は、中規模修繕工事のため令和４年度から２年間、たかつえと南郷の宿泊施設を使用させていただきました。御協力いた

だいた南会津町の皆様には、心より感謝申し上げます。お礼の式には、舘岩総合支所の渡辺健二振興課長、株式会社みなみあいづの

星和明副社長、ホテル南郷の平野和義支配人、会津高原南郷スキー場の星秀則支配人に参加していただきました。 

令和５年度自然の教室（夏季）  

令和５年度自然の教室（冬季）  



 

所員紹介（令和６年度） 
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所 長 伊澤 昌二      

管 理 係 西形 和人 金子 圭太     

指 導 係 葛西 耕輔 中尾 美香 那須 菜摘女 佐 藤  泉 吉見 康之 大 塚  慶 

 藤井 智之 鈴木 康弘 田中 雄真 古川 知亜美 渡部 裕貴  

会計年度任用職員 平野 紘次 阿久津 初男 星  タマヨ 赤羽 明子   

  

 

所長 伊澤 昌二 

入所統計（令和５年度） 

合 計 ２２，３０９人 

たかつえ １７，４５４人 

南 郷 4,855人 

 

※令和５年度は、中規模修

繕工事により、舘岩少年

自然の家を使用しており

ません。そのため、令和５

年度の入所統計は自然

の教室の参加人数の統

計を掲載いたします。 

この所報は８００部作成し、１部あたりの印刷経費は、２８．９円です。 

★所長補佐兼管理係長 ☆主席指導主事兼指導係長 

太字下線は、令和６年度就任所員 

令和５年８月１８日（金）～２０日（日）に２泊３日で「親子ふれあいの集い in 南会津」を実施しました。この事業は、様々な自然

体験活動や集団宿泊体験を行うことで、南会津町の雄大な自然を満喫し家族の絆を深め、参加者の交流を図ることを目的とし

ています。参加者の保護者から、「子どもたちに様々な野外活動を体験させてあげることができました。」「ふれあいの集いなら

ではの他の御家族の方との交流も嬉しかったです。」参加者のお子さんから、「田代山登山は大変だったけど、達成感がすごか

ったです。」「皆で踊ったキャンプファイヤーが楽しかったです。」といった感想をいただきました。 

令和６年度は、８月１６日（金）～１８日（日）に予定しております。詳しい内容は、市報６月号や舘岩少年自然の家のホームペ

ージを御覧ください。皆様の御参加をお待ちしております。 

「田代山登山」 

令和５年度 親子ふれあいの集いの体験活動の日程 

１日目 

・始まりの式 

・イワナさばき 

・オリエンテーリング 

・赤べこ絵付け体験 

２日目 

・田代山登山 

・キャンプファイヤー 

・花火大会 

３日目 

・選択活動 

（藍染体験 or マイ箸作り） 

・終わりの式 

「赤べこ絵付け体験」 

「マイ箸作り」 

「キャンプファイヤー」 
「藍染体験」 

「イワナさばき」 

「これまでの伝統、これからの舘岩少年自然の家へ」 

さいたま市、南会津町の関係の皆様をはじめ多くの方々のお力添え

をいただき、２年間の中規模修繕工事が無事に終わりましたことを、

心より感謝いたします。令和６年度舘岩少年自然の家所長を拝命いた

しました伊澤昌二と申します。 

今年度から、２年ぶりに全ての市立小・ 中学校が・「自然の教室」を

舘岩少年自然の家で実施いたします。・「からまつ館」とリニューアル

した・「とくさ館」の両館を利用して、子どもたちが・「五感」を使って

自然を感じ、仲間と協力してたくさんの感動を味わい、自身の成長を

実感できる３日間になるように、所員一丸となって取り組んでまいり

ます。これまでの伝統を大切にし、これからの自然の教室をつくり上

げてまいります。「自然に触れ、自然に学び、自然で鍛える」の基本

理念を具現化してまいります。今後とも、御理解、御支援のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

 

★ 

☆ 

 

 


